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ガ デ ュ リ ン と いう の は 、 こ の 世界 全体 の 名 称 の こと で ある 。 そ こ に は いく つか の 大 
陸 が 存在 し 、 あ ら ゆ る 生物 が 住ん で いる と いう 。 フ ァ ー ン 大 陸 、 グ リュ ンド ラー ド 

…… 他 に も まだ 大 陸 は ある の か も し れ な い 。 各 大 陸 が どこ に ある の か 、 ど の よ 
うな 配置 に な っ て いる の か 、 完 全 に 独立 し て いる の か 陸続き な の か 、 繊 細 な こと は 


SIT 


不明 で ある 。 
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ガ ヴ ァ ナ ー。 

ガ デ ュ リ ン 神 話 に 出 て くる 、 神 の 名 前 で ある 。 神 話 に よる と 、 ガ デュ リン は ガ ヴ ァ 
ナー に よっ て 造ら れ た こと に な っ て いる 。 また 、 ガ デュ リン に 住む 生物 は すべ て 、 
ガ ヴ ァ ナ ー に つれ て こら れ た の だ と いう 。 

現在 で も ガ ヴ ァ ナ ー は 、「 ガ デュ リン に お ける 神 」 と し て 崇め られ て いる 。 
















































オロ は 西 フ ァ ー ン 大 陸 内 陸 部 に 位置 し 、 ゆ る い 山 脈 と な だ ら か な 丘陵 を 持つ 草原 地 
帯 で ある 。 一 年 を 通し て 涼し い が 、 降 水量 は さほど 多く な く 、 積 害 も 少な い 。 青 い 
空 、 青 い 湖 が と て も 美しく 、 目 を いた わら せ て くれ る 。 地 平 に 生え て いる 樹木 は 、 

計 が 大 部 分 を 占め て いる 。 

部 落 な ど は 、 主 に マイ ヨー ル 側 の 平地 に 多く 集まっ て お り 、 ゾ ン フ ァ ー 側 に も 
少し 散ら ば っ て いる 。 ロ ン フ ァ ー ル 側 の 高地 は ほとん ど 無 人 と な っ て いる 。 

町 部落 は 、 基 本 的 に 囲い 地 と な っ て いる 。 そ の 場合 、 農 地 や 牧場 な ど は 、 集 落 の 
外 に 作ら れる 。 建物 は 、 背 が 低い も の ば か り で 、 そ の ほとん ど が 木造 、 そ し て 、 意 
舎 が くっ つい て いる 。 石 組 の 建物 も と きど き 見 うけ られ る が 、 こ れ は お 金持ち か 外 
人 の 家 だ と いう こと で ある 。 

雨 が 降る こと は 少な い の で 、 市 が 立つ と き や 何 か 行事 が ある と き に は 、 も っ ぱら 広 
場 が 利用 され る 。 ま た 、 町 の 随所 に 掘ら われ て いる 井戸 も 、 住 民 の 憩い の 場 に な っ て 
いる 。 
オロ の 総 人 口 は 5 万 人 くら いと 少な く 、 平 均 寿命 は 60 蔵 くら い だ 。 し か し 長寿 の 種 
族 な の で 、 地 球 の 人 間 で いう と 、 そ れ が 40 歳 くら い に し か 見 えな いで あろ う 。500 人 
に 一 人 くら い の 割 合 で 、90 歳 を 越え る 老人 が 見 られ る 。 

一 夫 一 婦 制 で 、 一 家 に 子供 は 5 人 くら い 生 まれ る が 、 そ の うち 2 人 くら い は 0 歳児 
で 死亡 し て し まう 。 子 供 の 死亡 率 が 高い の で 、10 歳 くら いま で は 決ま っ た 名 前 を 持 
っ て いな い の が 普通 だ 。 病 気 に 弱 い 種族 だ と 言え る で あろ う 。 も し 、 ガ デュ リン に 
ペスト の よう な 伝染 病 が あっ た と し た ら 、 と うに 絶 減 し て いた だ ろう と 思わ れる 。 
人 口 が さほど 増え な い の は 乳幼児 特有 の 風土 病 が ある た めで 、 は っ きり と は し て い 
な い が 、 こ れ は 動物 が 媒体 だ と いわ れ て いる 。 

産業 と し て は 、 家 畜 が 主 と な っ て いる は 、 フ ァ ー ン 
と ん ど オ ロ で 生産 され て いる の だ 。 家畜 達 の 調教 法 は 秘 ※ 
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く 、 い くら か 他国 と の 貿易 に 役立っ て いる 。 

オロ に は 「 ノ マ 」 と いう 長毛 種 の ロバ の よう な 動物 が お り 、 交 通 機関 と し て は 主 に そ 
れ が 利用 され て いる 。 同じ よう に 、「 ル ク 」 と いう 毛 の 短い 水生 と 馬 の 中 間 の よう な 
動物 も 利用 され て いる 。 そ の まま 乗る か 、 ま た は 車 を 曳 か せる の だ 。 湖 や 川 は ある 
の だ が 、 有 舟 や いか だ は ほとん ど 見 られ な い 。 あ っ た と し て や も それ は 他国 か ら の 輸入 
品 で 、 公 共 の 機関 で ある 。 中 央 平原 に は 、 風 を 受け て 走る 風 表 と いう も の が ある と 
いう 。 

生活 レベ ル は さして 高く な いと いえ る 。 中 世 ヨ ー ロ ッ パ 、 い や 、 そ れ 以 前 の 生活 で 
あろ うか 。 筑 富 の 差 は それ ほど な い 。「 フ ィ ー」 と 呼ば れる 族長 が 小さ な 氏族 を ま と 
め 、 さ ら に それ を 「 カ ー ン 」 と 呼ば れる 王 が た ば ね る 、 と いう ぅ 形態 と な っ て いる が 、 
そもそも 人 口 が 少な い の で 、 支 配 者 と いっ て も さしたる 権力 は 無い と いっ て いい 、。 
カー ン の 城 も 、 地 方 貴族 の 別 料 、 と いっ た 程度 の も の で ある し 、 最 も 島 し い 農民 で 
も 自分 の 土地 と 家畜 を 持っ て いる 、 と いっ た 
オロ の 人 々 は 、 フ ァ ー ン 大 陸 に 住ん で いる 種族 の 中 で は 最も 地球 人 に 似 て いる 。 手 
足 や 皮膚 の 感じ は 地球 人 と ほぼ 同じ 、 顔 の 感じ は 東洋 人 に 近く 、 な ぜ か 章 顔 が 多い 。 


肌 は 地球 の 哲人 より 少し 浅 時 い 程度 。 革 の 先 が 少し 突っ て いる の だ けが 、 地 球 人 と 

























違う と ころ だ 。 体 力も 、 地 球 人 の それ と 同じ くら い 性 格 は 、 す る 温和 で 、 
お っ と り と し た と ころ が ある が 、 い ざと いう と き の 団 結 力 は 凄い 。 非 常に 適応 力 が 


あり 、 以 外 と ね ば り が ある 。 

文化 レベ ル は さして 高く な く 、 素 相 さ が 目立つ 。 照 明 、 明 り は 「 ロ ウ の 木 」 か ら 作っ 
ラン プ も ある が 、 こ れ は 主 に 
輸出 向け 。 空 気 が 乾燥 し て いる の で 、 火 気 に は 神経 質 だ 。 公 共 の 、 ス チー ム ・ バ ス 
と いう も の も ある 。 































元 来 水 は あ まり 好き で は な い 種 族 な の だ が 、 ガ ヴァ ナー の 感化 の せい か 、 水 浴び を 
よく する 。 冬 は スチ ー ム ・ バ ス の あと で 水 に 飛び 込む 。 医 療 は 、 マ イ ヨ ー ル か ら 入 . 
っ て くる 薬草 と 、 流 れ の ヒル ク ホ ー フ 人 医師 と 頼っ て いる 。 

スポ ー ツ 兼 自衛 の た め に 、 剣 技 が 盛ん を で ある 。 ル ク も た くみ に 操る 。 投 げ 槍 も 得意 。 
ある 地方 だ け で 作ら れる 金色 の 剣 が 、 オ ロ の 武器 の 特徴 で や る 。 こ の 武器 は 秘密 の 
場所 で 作ら れ 、 毎 年 成人 し た 若者 に 与え られ る 大 人 の シン ボル で も ある 。 
学校 も ちゃ ん と 存在 する 。 各 町 や 部 落 の 公共 広場 、 集 会 場 で 、 毎 日 4 時 間 ほ どの 授 
業 が 行わ て て いる 。 生徒 や 先生 も 全く の 自由 参加 で 、 季 節 の 行事 や 個人 の 計画 の 手 
伝い も 含ま れる 。 

農具 は 主 に 鉄 と 木 が 使わ れ て いる 。 武 器 、 特 に 剣 は 特殊 な 合金 で 作ら れ 、 そ の 製法 
と 製造 所 は ご くわ ず か な 人 間 し か 知ら な い 。 そ の 他 の 道具 、 食 器 に は 木製 品 が 多く 
使わ れ 、 陶 器 に は 素 焼 の も の が ある が 、 あ まり 使わ れ て いな い 。 

音楽 は 素朴 な も の が 好ま れ 、 小 型 の リュ ー ト の よう な や もの 、 た て 琴 、 細 身 の 短 い ホ 
ルン 、 フ ルー ト 、 小 さい シン バル 、 タ ン バ リ ン が 主 な 編成 で 、 時 に 太鼓 が 入る 。 お 
祭り 好き な 種族 で 、 ダ ンス 用 の 明る い 音 楽 が 多い 。 文字 は 割 と 普及 し て お り 、 文 学 
は 音楽 ほど 重視 され て いな い が 、 菩 語り は 大 変 好ま れ て いて 、 そ れ を 伝承 する 者 は 
特別 扱い され て いる 。 

美術 や 工芸 と し て は まず 、 木 彫り が あげ られ る 。 木造 の 家 の 柱 等 に は 飾り 彫り が 見 
られ 、 こ れ は 氏族 の 歴史 を 表し て いる 。 独特 の 剣 の 装飾 も 、 彼 ら な り に 美しく 飾り 
立て て いる が 、 素 朴 さ が 先 に 立っ て いる 。 

宗教 と し て は 、 熱 心 に あがめ る ほど で は な い が 、 ガ ヴァ ナー を 奉じ て いる 。 あ いさ 
つま で に も 、 ガ ヴァ ナー が 引合 い に 出さ れる 。 例 えば 、 こ ん に ち は 今 日 も ガ ヴ ァ テ 
ナー の 生ま れ た 日 で や る よう に 。 さ よう な ら 王 貴方 の 許 に ガ ヴ ァ ナ ー が 戻っ て こら 
れ ま す よ うに 。 と いっ た 感じ 。 
















































彼ら の 時 間 の 概念 は わり と お お ざっ ぱ で 、 夜 明け 前 、 朝 、 昼 、 夕 方 、 夜 の 差 く らい 
し か な い 。 朝 起き る の は 早い 。 夜 明け 前 に 起き 、 男 は 家畜 を 追っ て 草原 に 出る の だ 。 
女 は その 間 、 家 の 中 の こま ご ま と し た 事 を 片付け 、 子 供 や 特に 決ま っ た 仕事 を 持た 
な い 者 は 、 広 場 の 学校 に 出 て すご す 。 夕方 、 男 達 が 帰っ て くる と 、 剣 技 の 練習 と 夕 
食 と 酒 愛 が 始ま る が 、 そ れ ゃ 広場 に 集まっ て 行わ れる 。 惨 る の は 、 広 場 の か が り 火 
が 消え 始め る 8 時 頃 。 

食事 は 朝 と 夕方 、 一 日 二食 で 、 そ の 他 軽 い 食事 が 2 回 ある 。 主 食 は パン で 、 そ の 他 
に 肉 と 塩漬け や 燕 製 、 野 菜 や や 果物 、 卵 、 軽 く 発泡 する 酒 や 、 家 畜 の 乳 か ら つ くら れ 
る クリ ー ム チー ズ の よう な も の 。 こ れ ら は すべ て 自給 自足 で ある 。 他 に は 、 マ イ ヨ 
ー ル の 強い 薬 酒 、 エ ウラ ドー ナ の 密 の 樹 な ど 、 他 国 の 食料 も あり 、 食 料 に は こと 欠 
か な い 国 で ある 。 

衣服 は 、 羊 毛 に 似 た 獣 毛 で 編ん だ り 織 っ た り し た 、 長 袖 の 上 着 と ズボン また は スカ 
ー ト 、 と いっ た スタ イル が 多い 。 他 に は 、 な めし 度 の ベス ト や 野生 動物 の 毛皮 、 皮 
の ブー ツ や 編み 上 げ サ ンダ ル と いっ た も の な ど が ある 。 

神話 に よる と 、 ガ ヴァ ナー 時 代 、 こ の 種族 は ガ ヴ ァ ナ ー の ガイ ド の よう な 役目 を し 
て いた と いう 。 元々 は ガ ヴ ァ ナ ー 人 の 亜 種 と も いえ る くら い 近 い 種 族 で 、 そ の た め (9 
(に ガ ヴ ァ ナ ー 達 に は 特別 に 可愛 が られ て いた と いう 。 C 
現在 の オロ は 、 も と も と 国 と し て 与え られ て いた 場所 で は な いた め 面 積 は 大 きく な 
い 。 役 らち は 、 肉 体 的 に ゃ 社会 的 に も 強い 種族 だ と は 言え な い が 、 他 の 種族 か ら 侵 略 
を 受け る こと が な い 。 そ の 理由 を 知っ て いる の は 、 彼 ら の 神 ガ ヴァ ナー だ け で ある 。 
だ が 、 月 日 が 去る と と も に 過去 の 記憶 は 薄れ て し まっ た 。 
彼ら は この 数 千年 、 た いし た 進化 や せ ず 、 の ん びり と 暮らし て いる 。 
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支 マイ ヨー ル 
西 フ ァ ー ン 大 陸 で は 、 ゾ ン フ ァ ー に 次 ぐ 大 き さ で ある 。 

高く そびえ る 岩山 が 天 を 突き 、 彼 方 に 見 える 活 火 山 に より 、 空 は 常に どん より と し 
て いる 。 海岸 地 方 は 塩分 が 濃く 、 平 野 は 荒れ 地 か 湿地 。 そ れ が マイ ヨー ル の 特徴 だ 。 
国 の 中 央 に 、 首 都 エ ドナ が あり 、 そ の 地底 深く に セッ ト き され た 魔界 発生 機 (大 地 の 
和樹) に よっ て 、 国 内 で は 魔法 を 使う こと が で きる 。 

首都 エド ナ 以 外 は 、 ほ と ん ど 文 化 的 な 都市 と は いえ な い 。 エ ドナ で は 、 巨 大 な 石 を 
黒 ド ラゴン (お そら く ガ デュ リン 最大 の 生物 ) を 使っ て 、 運 ば せ 、 築 いた 城塞 に て 地 
下 の 大 地 の 樹 を 守護 し 、 な お か つ そ こ に 魔法 学校 を 設け 魔法 の 正しい 使用 法 を 保護 
し て いる 。 
町 の 大 半 は 、 交 易 の 為 に ある 。 住民 の ほとん ど が 孤独 好き で 、 半 数 以上 の 者 が 森 や 
洞窟 に 住ん で いる 旋 、 町 に は ひと に ぎり の 民家 し か な い 。 も っ と も 、 住 民 と 言っ て 
も どこ か ら ど こま で を 人 と する か は 、 こ の 国 に 関し て は 大 い に 問 題 で は ある 。 寿 命 
に 関し て いえ ば 、 一 番長 寿 の 黒 ド ラゴン で 500 年 、 短 い ル ルド 族 で は 、5 年 くら いと 、 
ん で いる 。 























バラ エ テ ィ に | 




















魔法 的 生物 と 言え る で あろ う 彼 ら の 形態 は 、 他 の どの 国々 より も 様々 で ある 。 魔 法 
が 使え る 者 、 空 を 飛べ る 者 、 地 中 に 住む 者 、 水 に 潜 れ る 者 …… そ の 種族 に より 、 特 


微 は 異な る 。 概 し て 身体 は 、 頑 丈 な 連中 だ 。 肉 体 的 な 病気 は ほとん ど な い 。 大まか 
な 死因 は 、 食 われ る ・ 位 死す る ・ そ の 他 の 事故 ・ 殺 害 ・ 毒 な ど で あ る 。 

比較 的 人 間 に 近 い 者 達 は 、 魔 法 の アイ テム や 薬 酒 を 取引 し て いる 。 煙草 は マ 
イ ヨ ー ル の 特産 物 だ が 、 野 生 の も の は ほとん ど な く 、 ドワーフ に 近い 姿 の イグ ロ 族 
が 全国 各地 の 農場 で 栽培 し て いる 。 ド ラゴン 系 の 生物 の ウロ コ や 、 そ の 他 の 皮 と 肉 
を 獲 っ て くる 狩人 も いれ ば 、 岩 山 に 住む 大 型 の ドラ ゴン の 溜め 込ん だ 光る も の ( 金 ・ 
i) を 、 苦 労 し て 次 っ て くる 穴 次 人 も いる 。 こ れ は 割 は いい が 、 相 当 に 危険 な 
業 で ある 。 ドラ ゴン の 宝物 は 、 美 し く 、 評 価 が 高い 。 


























自給 自足 が 主 お が マイ ヨー ル 人 に と っ て 、 商 取引 は 苦手 と する と ころ で 、 こ れ ら の 品 
々 は 、 メ ルド ー ン か ら の 商人 が 仲介 し て 貿易 する ケー ス が 多い 。 物 は 、 動 ・ 植 物 を 
問わ ず 、 野 生 の も の が ほとん ど 。 薬 草 と 煙草 は 、 メ ルド ー ン の 商人 が 乾燥 庫 で 干し 
て 保存 し て いる 。 特殊 な 木 の 樹 液 に を 濱 け 込ん で 造っ た 薬 酒 は 、 偶 然 の 産物 で 
は ある が 
移動 は 、 ド ラゴン 系 の 生き 物 に 乗る こと が 多く 、 走 りな ら 荒 れ 地 に 住む 「 足 長 竜 ( ス 
トラ イダ ー)」 だ し 、 飛 ぶな ら 岩 山 の 「 青 色 小 更 意 (スカ イ ・ フ ィ ッ シュ )」 が よく 使わ 
れる 。 お と な し い 小 人 族 に は 、 オ ロ の ノ マ が 人 気 だ 。 た だ 、 彼 等 は あま り 出 歩か な 
いし 、 大 半 は 自力 で 行動 する 。 

この 国 の 生活 レベ ル は 、 無 茶 苦 茶 だ 。 消 潔 好き な 連中 が 少な い の で 、 低 レベ ル に 見 
える 。 さ す が に トイ レ は ある が 、 食 べ 物 の 残り カス な ど は その まま 放っ て お く の で 、 
それ に 小動物 が た か っ て いる 。 ち な み に 彼 等 の 民族 性 は 、 だ いた い に お いて 頑固 ・ 
疑い 深い ・ し つこ い ・ 気 まぐ れ 。 一 自 ま し な の で お せっ か い …… と 、 い っ た と ころ 
だ 。 

身分 の 差 と いう より は 種族 差別 が ある 。 そ の 国内 全体 に 広がる 魔力 の 為 、 生 息 し て 
いる 生物 の ほとん ど が 知能 を 持ち も 、 品 を きく こと が で きる の で 、 各 種族 の 「 長 」 が エ 
ドナ に 集まっ て 会 議 ( ら し きも の ) を し て いる が 、 話 が まとまっ た 試し が な い 。 結局 、 
太古 か ら 伝わる 「 控 』 に 従う こと に な る 。「 控 』 は 、 神 話 と 共に ある が 、 神 話 の 方 に は 
誰 も 興味 を 示さ な い 。 

それ 以外 は 魔法 学校 の 教授 「 魔 法 使い 」 が 、 尊 散 の 的 で ある 。 色 に は あま り 意 味 を 見 
ぶ 、 唯 一 ドラ ゴン に 捧げ る 色 と さ れる 真紅 は 、 麻 法 使い に 限り 身 


















の 入学 資格 は ほとん ど 世 襲 制 で 、 足 族 の よう な 意味 も ある 。 無 論 こ こ か ら 
長 が 出る 。 他 は 、 種 族 ご と に 「 先 祖 伝 来 」 の 魔法 を 伝え て いる 。 






































マイ ヨー ル に は 時 間 の 概念 が ほとん ど 無 い が 、 魔 法学 校 で は 呪術 の 関係 か ら 月 に 関 
する 暦 を 使っ て いる 。 魔 法 使い クラ ス に な る と 詳し く て 、 地 球 の 占星 術 並 に 、 分 刻 
み に な る 。 

宗教 は 、 特 に な い が 、 全 て の 現象 を 月 の 運行 と 結び つけ て 考え た が る 所 は ある 。 ま 
た 、 自 然 物 は こと ご と く 薬 か 毒 だ と いう 概念 が ある 。 

夜 に は オロ の 獣 脂 を 使っ た ラン プ で 灯り を と る 。 暖 房 は ひたすら 着込む の が 主流 。 
一 般 に 小 人 族 が 建て て いる 丸太 の 家 は 、 造 り が 雑 な せい か 70 年 位 が 寿命 。 単 な る 穴 
は 30 年 位 な の で 次 々 と 掘り 進ん を で いく し か な い 。 洞窟 は 半永久 的 に 保つ し 、 エ ドナ 
の 城塞 も それ に 等 し い 。 

他 の 生物 に は 牙 だ の 爪 だ の が あっ て 、 そ れ で 戦う 。 ド ラゴン は 、 減 多 に 火 を 吹か な 
い 。 腹 が 空く か ら だ 。 ドラ ゴン の ウロ コ は 良い 防具 の 材料 に な る が 、 加 工 が 難し い 
これ は 黒 ド ラゴン の ウロ コ か ら 削 り 出 し た 刀 で 加工 出来 る が 、 そ の 力 を 造る に は 、 
ダイ ヤ モ ン ド で も な けれ ば 無理 だ 。 で 、 実 際 、 ダ イヤ の 巨大 な 原石 (ディ ルツ ト 産 ) 
だ 押し 当て て 、 ゆ っ くり 研ぎ あげ る こと に な る 。 

全て の 道具 は 、 主 に 木 と 銅 で 出来 て いる 。 

衣服 は 、 見 当る も の 手当 り 次 第 に 身 に つけ る こと が 多い 。 煙草 の 栽培 な ど を し て い 
る 連中 は 、 オ ロ の 毛織 物 ・ 皮 製品 ・ エ ウラ ドー ナ の 布 を 買い 入れ て いる が 、 そ れ 以 
外 は 、 毛 皮 や 野生 動物 の な めし 皮 ・ 木 の 皮 や 葉 が 多い 。 装身具 は オロ の や も の を 戯 化 
し た よう な も の で 、 た だ 、 こ ちら は 身 に 着け る 機会 が 少な い 。 

彼 等 は 自然 物 に は 造語 が 深い 。 魔 法 の 道具 も ゃ それなり に 使い や すく 改良 され て いる 
の で 、 か な り 普 及 し て いる 。 あ と は 、 そ の 地方 ご と の 、 亜 流 の 魔法 が 用 いら れる 。 
食事 の 間隔 が 長い の は 、 ドラ ゴン の 類 。 炎 さえ 吐 か な けれ ば 、 一 ヶ月 に 一 度 。 主食 
は 他 の 小動物 。 た だ し 草食 の ドラ ゴン は 、 秋 は 吐 け ず 、 間 隔 も 一 週間 に 一 度 と な る 。 
小 人 族 は 、 人 間 に 近 く 、 時 や ネズ ミ の 類 、 魚 、 虫 、 野 生 の 果物 等 を 、 一 日 に 2 回 食 


















































べ る 。 DENCIA. ENTE SV, E, ERROR. AGD. 
冬眠 する 竜 は 、 夏 の 間 は 眠ら な い 。 小 人 族 は 一 日 に 15 時 間 く らい 眠る 。 非 人 間 型 は 、 
夜行 性 の も の が 多い 。 

小 人 族 で も 、 味 覚 の セン ス は 良く な い 。 生臭 い の が 好き で 、 泥 の 中 の 魚 を 生 で 食べ 
た りす る 。 煙草 の 煙 も 彼 等 に は 沼 の し ょ う 気 の 代用 で し か な い 。 硫黄 の 煙 な ども 好 
き で 、 呪 術 に も よく 使わ れる 。 ニ ラ 臭 い の な ん か 、 最 高 。 

言語 を 日 本 語 に 翻訳 し た 場合 の イメ ー ジ は 、 全 体 に いな か っ ぽい 。 特 に ドラ ゴン 系 
の し ゃ べり 方 は 、 言 葉 の 間 に シ ュー シュ ー い う 音 が 開 こ えて 、 開 き づ つらい 。 
音楽 らし いも の は 、 何 か 叩く 、 こ する 、 う な る 、 叫 応 な どい ろ い ろ あ る が 、 全 部 喝 
文 に 関 こえ る 。 文学 も 、 結 局 呪文 で ある 。 

彼 等 に 挨拶 な ど 、 ほ と ん ど な い 。 別 れ に は 、「 さ よう な ら 」 位 は 言う が 、 人 に 会 っ て も 
始終 仏 頂 面 で ある 。 悪 意 は な い 。 

自分 の 気まぐれ が 全て の 彼 等 に も や 、 タ ブー は ある 。 そ れ は 、 必 要 以 上 に 他人 の 生活 
に 立ち 入る 事 。 用 も な い の に 話し か ける 事 。 何 か し て も ら っ て も 、 お 礼 も し な い 事 。 
自 業 自得 。 目 に は 目 を …… 



























































ファ ー ン 大 陸 北 西 に 位置 する 。 

地域 的 に 重力 を 増大 (2G 一 8G) し て ある の で 、 そ れ に つれ て 樹木 の 成長 点 も 変化 する 。 
母 星 が 高 重力 の た め 、 そ の な ご り を 残し て ある の だ が 、 高 重力 の 場所 は 、 バ ヴァ テリ 
ス 人 に と っ て 保養 の 場所 で も ある 。 

国土 の 大 半 は 赤 茶 けた 固い 芝 の 草原 で 、 と ころ どこ ろ に 枝 の な い 、 巨 大 な シダ の よ 
うな 樹 が 生え て いる 。 残 り は 火山 地帯 と 赤い 荒れ 地 で 、 塩 湖 が 点 在 し て いる 。 気候 
は 暖か く 、 場 所 に よっ て は 暑い く らい だ 。 

街 は 的 に 、 遺 跡 が 後 利用 され た も の と な っ て いる 。 神 話 に よる と 、 彼 ら の 母 星 
で 彼ら の 一 族 が 台頭 する 以前 に た 、 バ ヴァ リス を 支配 し て 滅亡 し た 種族 の 都市 の 抜け 
殻 を 利用 し た らし い 。 ま た これ は 、 ガ ヴァ ナー が 作っ た と も 言わ れ て いる 。 

町 並み は 整然 と 区 画 さ れ て いた が 、 バ ヴァ リス 人 の 改造 に より 、 今 は 見 る か げ も な 
い 。 こ の 町 は 地上 の みな ら ず 、 地 下 ま で 及び 、 最 下層 は 汚水 の た まり 場 と な っ て い 
る 。 水 は 都市 が 浄化 、 供 給 し 続け て いて 、 泉 と な っ て 各 住 居 に 浦 き だ し て いる 。 こ 
この 水 は 、 泉 きえ 整備 され て いれ ば きわ め て 清浄 だ が 、 メ ルド ー ン 人 や 他 の 外国 人 
の 住居 以外 は 、 も は や 何 世代 も 泉 の 掃除 な ど し た 形跡 は な い 。 各 地 の 小 都市 も 同様 
で ある 。 

この だ だ っ 広い 国 に 人 口 は 100 万 人 前 後 。 彼 ら は 卵生 で 、 繁 殖 期 は 年 に 二 回 ある 。 
回 に 卵 を 3 個 く らい 生み 、 母 親 は 抱卵 期 に な る と 、 高 重力 地帯 の どこ か に ある と 思 
われ る 、 先 祖 代 々 の 昧 化 朗 に ひき こも る 。 重力 バラ ンス の 不調 が 原因 か 、 昧 化 率 は 
わずか 59% く らい で ある 。 新 生 児 の うち 成人 (15 歳 ) す る の は 709%、 男 309%、 女 4096 
だ が 、 男 子 で 30 歳 を 越 を る の は 、 そ の うち の わずか 1096 で ある 。 女子 の 平均 寿命 は 
55 歳 くら い 。 そ の た めも あり 、 ハ ー レ ム が 存在 する 。 

各地 に 点 在 す る 塩 測 の 周囲 と は 良質 の 塩 の 鉱山 が あり 、 フ ァ ー ン 大 陸 の 塩 の 80% ま 
で も が ここ で 精製 され る 。 そ の 他 、 シ ダ 状 の 樹 の 実 が 、 オ ロ を 始め と する 外国 に 、 













































、 火 山地 帯 は 鉄 を 始め と する 鉱物 資源 の 





生活 レベ ル は 、 も う 数 千年 は 向上 し て いな いと 思わ れる 。 フ ァ ー ン の 塩 を ほぼ 独占 
し て いる 事 か ら 選 識 の 強く 、 同族 間 の 「 名 准 あ る 戦い 」 に 明け 更 れ 、 文 明 を 発展 
させ る こと に は 情熱 を 感じ て いな いら し い 。 都 市 は 先住 民 の 物 を 利用 し て いる た め 、 
食料 以外 に 不足 の も の は な く 、 提 除 さ えす れ ば 、 き わ め て 快適 と いえ る か も し れ な 
い 。 
交通 機関 は 、 成 人 と な れ ば 多く の 者 が 1 こ 頼 る 。 彼 ら の 下肢 は 見 か け よ り 強 雪 で 
ずっ と 素早 いた め 、1 日 に 200 キ ロ ぐ らい 進む の は 軽い と いう 。 子 供 の 移動 や 、 笛 化 
室 か ら の 新生 児 の 帰 量 に は 、 調 整 済 み の す オロ の ルク が よく 使わ れる 。 塩 湖 に は 丸太 
を つない だ いか だ で 浮き 橋 が 作っ て ある 。 

彼ら の 肌 は 、 は 貝類 に 似 て お り 緑 色 で すべ すべ し て いる 。 背中 側 は 細か い ウ ロコ が 
OLY) Eo WS. 体毛 は 時 っ ぼく 、 頭 部 か ら 背 中 に か け て た て が み が は えて で て 
いる 。 

顔 は 地球 上 は 生き 物 で いえ ば 亀 に 似 て いる が 、 む き 出 し の 牙 と 濃い 眉毛 が どう 猛 さ 
を 強調 し て いる 。 氏族 に よっ て は 、 ト サカ を 持つ 者 も いる 。 

手足 は 三 対 6 本 あり 、 真 ん 中 の 一 対 2 本 は 、 他 の 二 対 より 若干 長く 、 歩 行 中 に は 下 
肢 の 役目 を する 。 手 指 は 4 本 ある 。 

歩行 時 に は 四 本 足 に な る た め 、 最 高 時 速 45 キ ロ く らい で 走る こと が で きる 。10 セ ン 
チ ほ どの 短い 尾 を 持ち も 、 こ れ は 普段 は 装具 の 中 に 隠さ れ て いる 。 運 動 能力 、 体 力 は 、 
地球 人 の 3 一 4 倍 く らい と 思わ れる 。 

伝説 に よれ ば 、 真 ん 中 の 一 対 の 腕 は 本 来 背 中 側 に あっ た も の で 、 こ れ が 環 と な っ て 
いて 、 空 を 制覇 し た 種族 が 火山 国 に いた らし い 。 

彼ら は 、 決 闘 を 挨拶 の 一 種 と 考え て いる 。 生死 に 対し て 異常 な ほど 鈍感 で 、 神 宜 た 
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BHI L TIS, 飛び道具 は 絶対 に 卑 計 で 、 正 当 な 手段 で 戦っ て 勝て ば 偉い 、 と 
いう 価値 感 を 持っ て いる 。 

すべ て が 投げ や り で や け く そ で 、 未 来 に 対す る 希望 や 、 子 孫 の た め に 何 か を する と 
いう 観念 が な い 。 決 闘 の 目的 で ある 王者 の 地位 も 、 彼 らち に と っ て は 二 次 的 な も や の で 
し か な い 。 

食料 の 供給 に つい て は 特に 問題 は な いよ うだ 。 塩 の 輸出 量 さ え 管 理 制限 し て お け ば 、 
外国 か ら の 物資 は と だ える こと が な いか ら だ 。 し か し 、 食 料 保存 の 努力 は ほとん ど 
し て いな い 。 定期 的 に 入っ て くる 了 肉 や 魚類 を 、 塩 湖 の 近く で 塩水 に つけ て その まま 
ほう っ て あっ た りす る の だ 。 

きれ いな 水 が ふ ん だ ん に ある に も か か わら ず 、 彼 ら は 清潔 な 生活 と いう も の に は 縁 
が な い 。 気 温 が 高い の で 水浴 び は する が 、 ア フリ カ の 野生 動物 と 同 程度 の 感覚 で あ 
De 身体 を きれ い に す る の と は 意味 が 信 う の だ 。 了 医者 は ヒル ク ホ ー フ 人 が 流れ て く 

る まで 存在 し な か っ た 。 身体 を 治療 する と いう の は 彼ら に と っ て 屈辱 で や る らし い 、。 
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ファ ー ン 大 陸 の 西 に 位置 する 妖精 国 で る る 。 フ ァ ー ン の 中 で は 最も 過ごし や すい 国 。 








人 口 密度 は 比較 的 高く 、 部 落 に は 群れ を な し て 飛翔 する 男 た ちの 姿 が 見 られ る 。 こ 
の 種族 は 生ま れ た と きか ら 死 ぬ ま で 、 外 見 に 差 が ほとん ど な い の で 、 年 齢 の 分 布 は 
不明 で ある 。 集団 生活 が 多い が 、 特 に その よう に 定め られ て いる わけ で は な い 。 男 
女 の 比率 は 圧倒 的 に 男 の ほ う が 多 い 。 

彼ら の 肌 は 、 蒼 白 と いっ て も いい くら い に 白 い 。 血 液 が 緑色 な の で 、 光 合成 で 生き 
られ る 可能 性 も ある 。 和 毛髪 と 眉 、 ま つげ 以外 の 体毛 は な いと いっ て いい 。 

髪 や やはり 緑 系 統 が 多い が 、 青 、 紫 系 の 色 も 見 られ る 。 ま れ に 金 や 銀 の 者 も いる 。 
男 の 3 割 に は 頭 の 両 脇 に うず まき 状 の 角 が あり 、 ま る で パー ン で ある 。 こ の 連中 に 
は 羽 が な い 。 ま た 、 時 に 触角 を 持つ 者 も いる 。 目 は 瞳 と 紅 彩 の 区 別 が か ろう UTD 
か る 程度 で 、 白 眼 は な い が 、 浴 ん だ その 色 は と て も ゃ 美しい 。 こ れ も や は り 、 緑 、 青 
系 が 多い 。 口 は 総じて 小さ く 、 言 語 も ハミ ング の よう で ある 。 

手 は 細く し な や か で 、5 本 指 、 爪 は な い 。 き わ め て 優雅 な 動き を する が 、 の ろ ま で 
は な い 。 彼ら 同士 の 秘密 の 合図 は 、 目 に みえ な い ほ どの 素早 い 身 振り で 送ら れる 。 
彼ら の 指 の サイ ン は 、 彼 ら の 第 2 言語 で も ある 。 指 先 は 柔らか な よう だ が 、 す ば ら 
し く 強 還 で ある 。 み が いた 紫 西 の 棒 を 思わ せる 強 さ で ある 。 

羽 は 、 り ん 粉 の な い 蝶 の 羽 と 広葉 和樹 の 葉 を た し て 2 で 割っ た よう な 感じ で ある 。 色 
の 分 布 は 蝶 に 似 て いる 。 こ れ で 飛べ る 者 は 有 環 人 の 半数 だ が 、 そ れ で ゃ 遠 距離 は 無 
理 だ 。 こ の 連中 は 群れ を な すこ と が 多い 。 

足 に も やはり 爪 は な い 。 足 指 は 4 本 で ある 。 走 る の は 苦手 。 尾 は な い が 、 男 の 中 に 
ひ づ め を 持つ 者 が いる 。 

音 に 対し て は きわ め て 敏感 で 、 様 々 な 情報 を 音 の 中 か ら 抽出 で きる 。 異 種族 の 会 話 
か ら 、 嘉 怒 衰 楽 や それ 以上 の 企み まで …… 。 一 方 で 、 そ れ を 増幅 し て 音楽 と し て 送 
り 返 す 事 が で きる 。 音 楽 で 敵 を 退却 させ る 事 な ど も た や すい で あろ う 。 し か し 、 そ 
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の た め の 分 析 に は か な り の 精神 力 を 必要 と する の で 、 む や み に 使 える 手 で は な い 。 
彼ら は 、 水 分 と わずか な 栄養 物 で 生き 続け られ る せい か 、 生 活 感 が な い 。 明 る く 
良 だ が 、 あ きっ ぽい と ころ が ある 。 他 民族 か ら は 子供 の よう に 扱わ て て いる 。 だ が 、 
思い 込む と 命がけ で も も の ご と に 忘 つ か っ て いく 。 何 に で も すぐ 手 を 出し 、 好 奇 
を 最 優先 する 。 他 人 の 都合 は 二の次 な の で 、 し ょ っ ちゅ う ト ラブ ル が ある 。 美 し い 





も の な ら な ん で も ゃ も 集め た が る 。 
男女 と も に 、 身 長 、 体 重 な ど は 、 地 球 の 子供 並 だ た 。 た だ 、 身 体つき は 成就 し て いる 。 
瞬間 的 な 体力 は あま りな い が 、 正 常 な 生活 さえ 守っ て いれ ば 、 持 久 力 は ある 。 

















ゾン ファ ー 


ファ ー ン シン 大陸 で は 最も 大 き な 国 だ 。 戦 闘 種族 と 呼ば れる 、 ゾ ン フ ァ ー 人 が 住ん で い 
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る 。 

頑健 。 ゾ ン フ ァ ー 人 の 肉体 に つい て は この 一 言 。 神 話 に よる と 、 彼 ら は ガ 
デュ リン の 治安 と 安全 を 維持 する た め 、 ガ ヴァ ナー の 手 に よっ て 送り 込ま れ た の だ 
と いう 。 


その 身体 は 中 伝 子 操作 に より 、 戦 士 と し て きわ め て 効率 よく 作動 する よう に 改造 さ 
れ て いる 。 戦闘 種 散 プ ン フ ァ ー に 男女 の 区 別 は な い 。 外 見 上 の 男女 差 は 生殖 器 の 区 
別 だ け で 、 肉 体 的 的 男女 間 格 差 は まっ た く 存 在 し な い 。 し た が っ て 、 ゾ ンプ フ 
ァ テー 人 の 間 に 恋 愛 感情 は 芽生 え 得 ず 、 子 孫 の 存続 は すべ て 医学 的 に 抽出 きれ て 精子 
と 卵子 の 試験 管内 受精 お よび 人 工 胎盤 に よる 育成 に 頼っ て いる 。 

ゾン ファ ー 人 の 肌 の 表面 は 強 堆 で 、 し な や か な な めし 皮 様 の 皮膚 に よっ て 寝 わ れ て 
お り 、 な まじ の 刃物 な ど で は 傷 を つけ る こと も で き な い 。 彼 ら は 、 格 闘 戦 で 敵 に つ 
か まれ る こと を 防ぐ た め 頭 此 を すべ て 剃り お と し て いる 。 ゃ や し ゃ 剃 ら な い 場 合 に は 、 
ld < DERE DOT CHAVA AY, AMES Y RAT OREA Ie 
す 。 頭 皮 の 下 の 頭 蓋 骨 は きわ め て 分 厚く 頑丈 、 大 脳 を ヘルメット の よう に 取り 巻い 
て いる 。 

顔 の 堀 り は 異常 に 深く 、 特 に 、 眼 球 を 保護 する た め に 了 眼 は 深く 落ち くぼん で いる 。 
彼ら の 目 は 通常 の 可視 光線 か ら 赤 外線 に 近い 範男 まで の スペ クト ル が 感 
ら に スタ ー ラ イト スコ ー ブ プ 的 な 能力 も 備わっ て いる の で 夜間 で も 視力 カ 
肩 、 肘 、 膝 の 関節 部 か ら は 骨 が 変形 し 薄皮 に 祝 わ れ た 角 が 生え て いる 。 こ の 角 は ふ 
だ ん は 手足 に そう よう に 折 た た まれ て いる が 、 白 兵 戦 の 際 に は 起き 上 が っ て 強力 な 
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ど で 突 き 通 そう と し て も 不可 能 で ある 。 ゾ ン フ ァ ー 人 の 骨格 を 形成 する 物質 は 一 種 
の プラ ステ ィ ッ ク だ が 、 そ の 強度 は 至近 距離 か ら 発砲 され た 375 口 径 マグ ナム 弾 すら 
防ぎ 止め て し まう ほど だ 。 

ゾン ファ ー 人 の 食事 は 一 日 に 一 度 だ け 。 消 化 吸収 の 効率 が きわ め て 高く 、 少 食 で あ 
る 。 幅 眠 は つね に 浅く 、 そ れ も わ ず か 23 時間 で こと た り る 。 

筋力 、 脚 力 、 持 久 力 は 異常 と いえ る ほど 高い 。 平 均 的 ゾン ファ ー 人 は 、100 キ ロ 以 上 
の 荷物 を か つい で 42 .195 キ ロ を わずか 1 時 間 で 走破 する 。 

痛み に 対す る 耐性 が 大 きく 、 場 合 に よっ て は 神経 信号 を 遮断 する こと に より 、 苦 痛 
を 無視 する こと も 可能 で ある 。 

彼ら の 体内 時 計 は きわ め て 精 妙 で 、 秒 単位 まで 計る こと が で きる 。 

ゾン ファ ー 人 は 超 音 波 域 で 会 話 を 交わ むす 。 こ れ は 、 敵 地 に お いて 相手 に 気付 か れる 
こと な く コ ミュ ニケ ー ト する た め に あたえ られ た 能力 で る る 。 な お 、 訓 練 を 積ん だ 
ご く 少 数 の ゾン ファ ー 人 は 、 わ れ わ れ に も ゃ 開 こ える サイ クル で 発音 する こと が で き 
る 。 そ の 一 方 、 わ れ わ れ の 会 話 を 開く こと は 、 す べ て の ゾン ファ ー 人 が 可能 で ある 。 
ちな み に 、 彼 ら の 聴力 は 、 地 球 人 の 5 一 10 倍 ほど で ある 。 ゾ ン フ ァ ー 人 の 対 社 会 認 
aS (BO と (味方 〉。 〈 味 方 〉 は さら に 〈 上 官 〉 と (部下 〉 に 分 けら れる 。 敵 は 絶対 せん 減 。 
上 官 に は 絶対 服従 。 部下 に は 絶対 の 支配 力 を も つつ 。 

彼ら に と っ て 価値 が ある の は 優れ た 武器 と 優れ た 作戦 の み 。 そ れ 以 外 の 物 に は 、 な 
ん の 価値 も 見 い だ す こと が で き な い 。 し か し 、 表 に こそ 表れ な い が 、 彼 ら は 優秀 な 
武器 を 携え て 優れ た 戦闘 作戦 に 従事 する と き 、 無 常 の 喜び を 感じ て いる の で ある 。 
ゾン ファ ー 人 は 体 の 動き の じゃ ま に な る よう な 衣服 は ほとん ど 身 に つけ な い 。 和 肉体 
自身 が 優秀 な 鎧 で あり 、 関 節 部 を 隠し て し まう と 、 角 が 使い に くく な っ て し まう か 
ら だ 。 さ ら に 彼ら の 肉体 は 気温 の 変化 に 対し て 無神経 な の で 、 暑 く て も 寒く て も ま 
っ た く 苦 に な ら な い 。 
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戦い だ け を 目的 と し た 種族 …… と いう と 好戦 的 性 格 を 持つ と 思わ れ が ち だ が 、 そ ん 
な こと は な い 。 彼ら は 軍国 主義 者 だ 。 そ し て 真 の 軍国 主義 者 と は 、 け っ し て 好戦 主 
義 者 で は な い 。 す な わ ち 本 物 の 軍国 主義 者 は 勝て る 感 い に し か 手 を 出さ な いか ら だ 。 
ゾン ファ ー 人 は つね に 冷静 だ 。 彼 ら は 熱く な る と いう こと を 知ら な い 。 そ の 頭 の 中 
で は 、 い つい か な る と き で や ゃ 戦闘 の シミ ュ レ ーション が 行わ れ て いる 。 彼 ら に と っ 
て は 、 自 分 の 種族 以外 の すべ て の 者 が 英 な の だ 。 そ こ で 、 い つ 敵 と 戦い を 交え て も 
よい よう に 、 無 意識 の 内 に も っ と も 有効 な 戦術 お よび 勝率 の 計算 を お こ な っ て し ま 
う の で ある 。 

彼ら は 生ま れ な が ら の 戦闘 イマ シーン で ある 。 















































大 ヒル ク ホ ー フ 









南 の 高緯度 地帯 に ある 都市 。 
年 中 厚い 雲 と 凍え る よう な 寒さ に 囲ま れ て いる 。 し か し それ は 、 ヒ ルク ホー フ 諸 島 


の 上 
ヒル ク ホ ー フ 諸島 の 各 島 に は 、 洞 窟 に カム フラ ー ジ = 
それ ぞ れ の 島 に 専門 別 の 地下 空洞 が あめ る 。 そ し て 、 各 空洞 か らき さら に 、 セ ンタ ー ド 
ー ム へ の 通路 が の びている 。 セ ンタ ー ド ー ム に は 、 総 合 医学 研究 所 や 、 遺 伝 子 操作 
の ラボ 、 そ し て な ぜ か 神殿 が ある 。 建物 な ど は 、 現 代 の 医学 建築 と は か な り 佑 い 、 
どちら か と いう と 宗教 建築 の 様相 を か も し だ し て いる 。 

ヒル ク ホ ボー フ 人 。 彼ら は 液体 型 流動 生物 で 、 特 定 の 体型 を 持た な い 。 そ こ で 、 遺 伝 
子 操作 の ラボ で 作り 出さ れる クロ ー ン に 、 己 が 肉体 を 同化 きせ て いる の が 普通 だ 。 
つま り 、 ヒ ルク ホー フ 人 は 、 誰 で あろ うと 、 我 々 か ら 見 る と 同じ 人 物 に 見 える わけ 
だ 。 

服装 は 祭司 的 な イメ ー ジ が 強く 、 ま た 甘 き 
を か も し だ し て いる 。 ま た 、 プ ライ ド が 上 異 ? 
見 られ る こと を 極度 に きら う 。 


け の 世界 の こと 。 ヒ ルク ホー フ 本 体 は 、 そ の 地下 に 存在 し て いる 。 
され た 地下 へ の 通路 が あり 、 














を 好ま な いた め 、 質 素 で 神秘 的 な 雰囲気 
に 高く 、 本 来 の 肉体 形状 を 同族 以外 に 














ヒル ク ホ ー フ 人 最大 の 能力 は 、 生 体 修 復 機能 と ある 。 彼 が 傷つい た 個体 に 触れ る と 、 
彼 の 手 か ら 本 来 の 流動 生物 と し て の 彼 が 傷つい た 個体 へ 進入 し 、 卓 越し た 細胞 融合 


よっ て 、 奇 跡 の ご と く 神 経 系 を も 含め た 修復 を 行っ て し まう 。 し か し 、 脳 の 
記憶 だ け は 完全 に 直す こと が で き な い 。 ま た 、 い か に ヒル ク ホ ー フ 人 と いえ ども ゃ 、 
細胞 は 死滅 し た 個体 まで は 修 後 で き な い た め 、 鱗 生 の た め に は 、 死 ん だ 直後 に 行わ 
な けれ ば な ら な い 。 

また 彼ら は 、 眠 ら な い 、 食 べ な い 、 疲 れ な い 、 






と いう 非 人 間 的 な 能力 も 持っ て いる 。 
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オロ の 南東 に 位置 する 。 

この 国 に 関し て の デー タ は 、 ほ ぼ 無 い に 等 し い 。 国 全体 が 高い 壁 で 牧 わ れ て お り 、 
入り 込め ぶな く な っ て いる か ら だ 。 ま た 、 他 国 と の 交流 も 全く し て いな いよ うだ 。 た 
だ 一 つ わ か っ て いる こと は 、 国 の 内 部 全体 が 、 ま る で 迷路 の よう な 構造 を し て いる 
と いう こと で ある 。 
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